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司 会：植山 和人 会場監督 
点 鐘：山城 一哲 会長 
ロータリーソング「我らの生業」 
「四つのテスト」唱和 
       木村 嘉代子さん 
 
 
浜松開誠館中学校・高等学校 
  校  長  高橋 千広様 
  広報課長  伊藤 信博様 

 

 

 
本日は浜松開誠館中学校・高等

学校の高橋千広様をお迎えしてい

ます。佐々木さんよりご紹介があ

ると思いますが、SDG’s とのつな

がりがあるということでこれから

参考にさせていただきたいと思い

ます。「これからの教育」というテ

ーマでお話をしていただきます。

子供を取り巻く問題について、不

登校、いじめ、校内暴力、貧困、児

童虐待など大変複雑化多様化して

います。その中で何を学ぶかでは

なく、どのように学ぶか、学び方が

変わっていると聞きます。 
先ほど新会員の佐野さんにロー

タリーやわがクラブの歴史につい

てオリエンテーションを行いまし

た。来週は 2 回目のオリエンテー

ションがあります。定款・細則や委

員会活動について副会長のお二人

からご説明頂きます。 
 

 1 月 28 日には新クラブの認証伝

達式があり、会長幹事 2 名で出席

してきます。 
 
 

 
・配布資料・・ロータリーの友 
 会費請求書／R 財団寄付領収書 
・回覧・・Rotary 誌／ガバナー月

信／オイスカからの礼状 
・例会終了後理事会があります 
・次週は岩田会員の卓話です。 
 
 
＊グエン カオ キさん 

   
 
 

＊米山功労者・・木村 嘉代子さん 
（米山特別寄付累計 10 万円ごと） 

  
  

＊第 14 回米山功労クラブ表彰 
 特別寄付累計 100 万円ごとに感

謝状が贈られます。 
 
 
＊川井啓介さん 

  
2023-2024 年度地区奉仕活動委員 

 
 
♪山城一哲さん、桒原伸夫さん 
 本日は浜松開誠館中学校・高等

学校の高橋様にお話を伺います。

どうぞよろしくお願い致します。

PTA 会長の佐々木さん、ご手配い

ただき、ありがとうございます。 

 
♪佐々木雄二さん 

 今年初の例会参加です。今年

もよろしくお願いします。 
当クラブも若返りもあり、これ

から改革が必要不可欠の中、浜松

開誠館で日々改革に挑戦されてい

いる髙橋校長が考えるこれからの

時代を担う子どもたちに必要とさ

れる教育についてお話をいただき

ます。よろしくお願いします。 
 

会長挨拶 

幹事報告 

奨学金贈呈 

スマイル 

米山記念奨学会表彰 

ゲスト 

地区委員委嘱状 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
♪中村将義さん 
コロナ感染拡大第８波というこ

とで飲食店も大変な状況です。今

回は愛管のレストラン 4 店舗で使

えるポイントカードを作りまし

た。ぜひご利用ください。 
後期新会員募集もご協力お願い

します。 

 
 

 
 
ゲスト紹介：佐々木雄二 副会長 
 平成 31 年より第 15 代校長に就

任しこの 4 年間いろいろな改革を

されています。 

 
 教育では今の社会に合わせた人

材が求められます。平成 30 年は上

位 50 位の中に 30 社あった日本企

業が、2022 年にはトヨタ 1 社だけ

です。そのトヨタも脱炭素におい

ては最下位ということで世界から

批判を受けている状況です。 
 そして日本の子供の自己肯定感

は世界の先進国の中で最下位にあ

るという現状です。社会情勢を考

えたときに、文科省は学習指導要

領の改訂という作戦に出ました。

以前は何ができるようになったか

が重視でしたが、今はどう社会、世

界と関わるか、世界を意識した教

育にかわりました。また、何を知っ

て、できることをどう使うのか。 
 

これまでの知識偏重の教育ではな

く、知識を主体的に使い、考え、ど

う行動するか。学習評価の改善も

行われます。これまで慣行として

いたことも見直して変えていく。

今まで 4 つの観点でしたが 3 つに

なり、高校も 3 観点で評価をする

ようになりました。重きを置くの

は主体的に学習に取り組む態度。

今までは定期テストと評価は比例

していたのですが、テストの点だ

けで評価はできなくなりました。 
 この時期校長になった私はどう

していくのか、未来に生きる子供

たちに何が必要か。現実とのギャ

ップです。現実には入試がありま

すから点数で切ることもある。で

も点数による評価をやめなけれ

ば、子どもたちは変わらないだろ

う。子どもの心の解放とグローバ

ル化を目指すことを考えました。 
 まずユネスコスクールにした

い。持続可能の社会をめざして環

境教育を行う。やっと実績がみと

められ、今年度認定を受けました。

定期テストの廃止。学ぶ根本はみ

んなで考えよう。教えない学校。

４・5 月に教師は何も手を貸さない

で、なぜ学ぶのか、将来を考える。

全員担任制。校則検討。行事は何の

ためか。生徒主体の行事を実施す

る。教員の合言葉として、教員は答

えを言いたいけれど生徒に考えて

もらう。 
 今教育の責任は本当に大きいと

思います。この 4 年で生徒が前向

きになり、真の文武両道を目指し

たい・・運動部だけでなく文化部も

全国大会に出場して活躍してきて

います。様々な分野で一人一人の

生徒が生き生きのびのび過ごせる

ようになってきたと思います。何

が要因で変わってきたのか検証し

ないといけないと思いますが、生

徒が変わってきたのは教員の指導

あってのことなので感謝していま

す。理事長も私の背中を押してく

れるので、周りに感謝しながら子

供たちの未来の教育に向かって進

めています。Well-Being と心の知

能指数がこれからの課題です。幸

せを感じることができる、心豊か

な地球市民をはぐくむ。「私は私を

肯定する」と笑顔になれる学校を

目指します。 
 

卓話 

「これからの教育について」 

広報課長  伊藤 信博様 

 
 開誠館は来年 100 年になりま

す。ICT 教育を推進しており、難

関私大や国公立を目指すスーパー

文理コース、海外を目指すグロー

バルコース、部活と勉強の両立を

目指す進学コースの 3 つのコース

があります。 
 未来を育む教育ということで、

知る・考える・行動する。依存的

ではない主体的な学習者を育成し

ています。生徒会主催の私服登校

できるカジュアルデー。放課後予

備校では、やらされるのではなく

自分から足を運んで学習していま

す。定期テストの廃止の結果、学

ぶ意味・喜びを感じて自分から質

問してくる生徒が増えています。 
主体的な取り組みが実を結び小泉

前環境大臣から表彰されました。

本校を訪れ講演もしていただきま

した。子供たちが地球の温暖化が

どうやったら止まるのか考え、そ

の活動が認められ、社会を変える

原動力になったということで自信

をつけることができました。 
 開誠館は部活動が有名です。一

般の生徒も純粋に応援できる人間

関係が構築できているのを感じま

す。文化部も全国で活躍できるよ

うな土壌が育ってきました。町で

開誠館の生徒を見たら表情を見て

ください。周りに小中学生がいた

ら、本校をご紹介ください。 
 

＊＊＊出席報告＊＊＊ 

発表：川合広高 出席副委員長 

 

会員数        ４３名  

出席者数       ２３名 

出席算定会員数    ３５名 

出席率     ６５．１１％ 

 

前々回出席者数 

  ３２名 

修正出席率    

９１．８９％  


